
臼4巴袋認ま~~.・

木を種える

具体的に取り組んでいくこと

本計画の未来のすがたである「野の烏の敬が聞こえるまち」を実現す

るだめ！こ、 3つの目標！こ沿った基本的な取り組みで主台づくりを行うと

ともに、地鼠別の鎚点の保全やゾ一二ングによる育成、エコロジカルネ

ットワーク形成や一人ひとりの取り組みなど、それぞれを連携させて施

策を進めていきます。
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(1）野局のすめる多犠な環境をつくる基本行動と取り組み

・まちる・戻す・つくる・つなげる・育てる.) 

e翠3いきちのや、いきものがすんでいる環境をまちります。

8つの「めぐろの風景J(P.14.15）をまちる

絶滅のおそれのある野生生物種が生息・生育できる環境をまちる

保存樹木等の指定により、樹木や樹林の保全を図る

樹木の保全協議制度織により、敷地の樹木の保全を図る

公共施訟や太学等の樹林を生物多様性保全林業として指定レ、地域のいきものをまちる

公園等造成時などの表土の保全により、有機物の入つ疋土壌を保全する

土壊に含まれる地域の系統の種子を保全し活用する

農地の保全を図る

湧水の保全を図る

サクラ基金畿を活用レ、桜のある風景を伝えまもる

雑木林業の手入れにより、スミレなどの在来植物の生育環境をまちる

公園や公共施設等の舗装は最小限として、いきちののすめる土や地面を確保する

いきものの現状や変化を把握する生物多樽性調査を実施する

いきもの住民台帳諜を定期的に更新レ、地域の保全活動の基直資料とする

εE’ いきものがすめる環境に戻レます。

公園・縁地等の計画、整備、管理、植栽を遇して野属等のすめる環債の回復を図る

過度な清掃等による裸地化した柿床※から、落ち葉が堆積レ庸葉土になる柿へ復元する

在来種引地域の系統lこち配慮)f.こよる植栽を推進する

公園の樹林等で工夫（工コスタック＊等の設置）レ、いきものを噂ぴ戻す

落ち葉ンク擦を推進レて落ち葉を主に戻レ、主壊動物のすむ環境に戻す

トンボ等のすめるピオトープ池の設置とピオトープ活動で、水辺の環境を戻す

目黒川と香川の維持用水を確保｛清流復活事業内レ、清流を戻す

目黒川の環境改善により、東京湾から遡上する魚などをm!lび戻す

舗装は可能な限り透水性とし、地面に雨水を戻す

いきもの気象台

墨田パソコンIこ鎖骨十

ι 
いきもの住民会・の開催

〈肉聖書のチヱツク〉

自然情報の集制利用

写真理水の流れ（駒揖）

I~~ 
図 4-1 観察情報の集積と利用 写真落ち葉を土に還元する活動「着ち聾ンクj

43 



e医2・ いきものがすめる環境をつくります。

みどりの刻用（景観、防災、うるおい、観光、環蹟浄化等）を活かしたみどりのまちづくり

を推進する

さまざまな活動の揚となる公園の整備を進める

いきちのに配慮した緑地の整備・管理を行う

いきちの・ふれあい・めぐみといった目的に応じて拠点のみどりをつくる（P.62)

建築時の緑化計画制度※により、敷地や建物にみどりをつくる

接道部や屋上・壁面・ベランダの緑化を助成し、民有地のみどりをつくる

公共施設に、地域のモデルとなるようなみどりをつくる

工コスクール※活動の推進等により学校に森をつくる

草屋根やベランダ緑化などの工法や材料等の普及・啓発により建物全体にみどりをつくる

屋上や公園に菜園や田んぼをつくる

桔や実、紅葉など、季節や旬を感じる植栽を推進する

吸蜜植物※を植栽し、宿粉を運ぶいきもの（チョウやミツバチなど）を醇15＼揚をつくる

実のなる木を植栽し、野鳥がすめる揚をつくる

子どもたちが土にふれあう揚や機会をつくる

ベランダにフランターや水盤などを置き、野鳥や昆虫を昭15＼環境をつくる

外来生物や人間にとって有害ないきものの考え方（P.45）を理解し、みどりをつくる

図4-2 ベランダにいきものを醇15i工夫

写真草屋根の倒

図4-3 建築時の緑也計画制度による敷地の緑佑の倒

一定規模以上の戴地への建築行為等に苅レて緑地を確保させ
る施策。敷地の面積によっては、 屋上緑化ち対象となる
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0植栽iこ対する配慮釦

表4・2 烏をll!JI1草木一覧

20 i10～11 

10～20 !10 

3～6 （花の蛮〉

3～10 !10～12 

～20 日～10

6～12 !6～7 

20 秋季

窪 1 樹種の選択にあたっては在来種に配噂する

0特定外来生物指定の植物の倒

特定外来生物※に指定されているものは、栽培、植

栽、保管等が禁比されています。全種のリストは鮒

属資料－4参照。（）内は別名。

オオフサモ、オオハンゴンソゥυレドペキア・アキニ

アタ｝、ボタンウキクサ（ウコ章一ターレタス｝等

零真左：ォォハンゴンソウ 右：オコヲフサモ

O人聞にとって有害ないきものの奪え方

表 4-3 虫を邸15¥＊や草一覧

ミカン領 アゲハ・クロアゲハ・ナガサ~アゲハ
食 クスノキ アオスジアゲハ
4隊フジ ウラギンシジミ

エノキ ゴマダラチョウ・アカボシゴマダラ

ソラマメ ウラナミシジミ

由匡
シロツメクサ ツバメシジミ

lit カタバミ ヤマトシジミ
スイパ ペユシジミ
ハすダイコン ツマキチョウ

吸 コジウツギ ツマグロヒョウモンなど

’E 
ハギ キタキチョウ・ウラナミシジミなど

4・l)otj-:J(!. アゲハなど
検 ネムノキ アゲハ主よど

そ イチジク｛実｝
ルリタテハ・カナブン簸など

の カキノキ〈実｝
他 クヌギ｛謝滋） クワガタ・カナブンS援など

ムラザ後~，，.，.フ‘

区芝図

シe，シハナふグリ

園4-4 烏やチョウの来る植物の倒円

自然界の中ではすべてのいきちのが何らかの役劃を果たレていることを諦識レだうえで、人

聞の影響で環境蛮化が進んだ結果地域本来の生態系を大きく変質させてしまういきものや、人

間への危害力守想定されるちのに苅レては、被害を発生させないように努めていく必要がありま

す。す力電たが気持ち悪いなどの不快生物に対レては、安易な薬品散布等の駆除を避けます。
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表 4-4 いきものに配慮し疋緑地の整備・管理の倒

区分 チェック内容

地域の歴史、風土、 8つの「めぐろの風景」を活かしだ設計、整備、管理とする

動植物のモニタリング等による専門調査を継続し、自然の推移や変化に対レて刻応

しながら管理する

全体 表士の保全と活用を図る。地面・草地の保全、水辺地の保全を図る

地場の参加を促進レながら緑地マネージメント等を定める

小規模な緑地でも樹名板や地域のいきものを紹介する標識等の設置など、環境学習

や活動への参加誘導の刻果も配慮する

保全を重視しだ樹林では、間伐！こよる樹木の世代交代を含め、弱つだ樹木の間伐、

外来種※の｛墨減等、樹林全体の育成を図る。新規植栽は、在来種楽を中J~＼とする

樹林形成 雑木林業では、地域住民等による萌芽更新※手法による管理を図る

樹林更新のため後継樹を育成する階層構造※をつくり、林縁部は林内の過度な乾燥

を防止し、小動物の生育の揚ともなるマント・ソデ群落※を保全する

草地の管理
パッチ状※！こ草丈を蛮化させるなど、刈り方の工夫をした管理を行う。立地に応じ

て同じ種でち群落の高さを変えることも検討する

竹林の管理
目黒式竹林管理※の手法を参考に育成。切り出しの量・時期、林床※の下刈り、面積

規模による伐採の量・時期に着目レ管理する

落ち葉や落下した枯れ枝を樹林内に堆積させ、林床を保全する。雑木林では、林床

の野草育成のため初冬期の適度な落ち葉かき等ち行う

落ち葉の管理 広場や園路等の樹林以外に落ちた枯れ葉は、圏内に落ち葉だめ（落ち葉ンク＊）を設置

し、住民等の活動による腐葉土づくり等に活用する

スミレ等武蔵野の野草を目標指標種として、林内の生育環境を整備する

図4-5 樹林の階層構造と林床の保全

切り株から芽生え
疋芽を育て、概ね
15年サイクルで
伐採。切り出した
幹や枝を活用

図 4-7 萌芽更新のイメージ

‘一一 樹林 一ー券母ー マント 一歩‘ー ソデ ーー予

マント・ソデ群落は、林内
の乾燥化を軽減レ、いきも

ののすみかとなっている

一勺
一一一一一

緑

一
の
一

林

一

園4-6 林縁部のマント・ソデ群落の保全

図4-8 草地の管理は、刈り込む高さや刈る時期
に差を設け、パッチ状に草高に蛮化を持たせる
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区分 チヱツク内容

圏諸等
綜肉では、圏諸と人の踏み込まない濡所を区分けする

パリアフリーに配慮しながら、なるべく舗装を行わない圏路とする

土留め・園路柵
見切り（立ち入り禁比区減・観察踏の篇)I立、縁石ブロックの代わりに丸太や太めの

関定枝、そだ桜垣等を利用する。緑石に変化をつけいきものの移動に配慮する

生物の生息環境となる工コスタック後｛ウロ穴、立ち枯れ木、綜内に落ち葉や枯れ

筏を猿す、石積み、蕗定筏を置く等｝を設置する
生物語裁の工夫

トンボの比まり木、ヤゴの登る水辺の植物の植裁、護岸の傾斜等を確保する

有機農法簸等を推進し、お粉を運15¥いきものを語数する

種子の活用 どんぐりからの笛の育成や、表土を保全することで埋主種子滋集団の活用を図る

有害生物等 農襲・殺虫剤等をなるべく使用しない却処方法を様討する（P.45)

サイン
看板、由来や歴史のガイド、いきちのや生物多様性の解説、樹名板・種名版の設置

など通行人ちしくは利用者ヘ提訴する説明型表示板に工夫をこらす（P.48)

j也・流れ・JJ<田等の
ピオトープ嫌池などの水賠にエコトーン楽をつくる環篇・植生娘等の管理を行う．じ

ゃぷじゃ15＼池はいきちのヘ配慮をする。ケルネル田ん！ま滋の水路を保全する
水減

周辺の水田の畦｛あ旬、水路、土手などを多犠ないきものが見られる揚所とする

園4-9 縁石外側の
工夫倒｛縄文谷公園
『誌の公園J)

合
騒が

図 4-10 いきちの
誘致の工夫倒｛竹を
束にレてつるすとド

ロパチやハキリパチ
などが袋づくり｝

屯注

目星主種子｛まいとレゆし｝

園4・11 浅瀬をつくり水辺のヱコトーンを確保

、、
園4-12 表土の保全と埋主種子の活用

ふん.~~~l 
広三部~l

写真立ち入らないヱリ？の見切り倒 写真石積に変化をつけ野鳥が水 写真エコスタックの例施定筏
浴びしやすいように工夫 を積み上げ、トカゲなどの動物のす

みかをつくる｛駒揖野公園｝
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-.ii咽ie.司・ いきちのがすむ環債をつなげます。

関連計画や事業に生物多樽性確保の視点を反映する

街路樹や道路植栽帯を整備レ、みどりをつなげる

緑道を整備し、公園等とつなげる

目黒川両岸などのサクラ並木を更新レ、公園等とつなげる

筆墨， いきものお守む環構を献します。また、区民のいきものへの理解を育てます。

生物多繕性保全林※での住民活動を支援し、いきものがすむ環携を育てる

雑木称※の更新作業を支援し、里山畿の弱震を育てる

区民のドング林｛りん）活動様を支援し、いきもののすむ林を育てる

説明型表示板（メディアボード）注1を利用レていきもののつながりを説明する

区民参加型のいきちの調査（駒揚野自然クラブヘいきちの発見隊矢巣箱モニター※など）

を継続レ、いきものへの理解を育てる

草地の意味を伝える倒（fζこは嶋く虫

たちのコンサート会場ですJと表示）
子どもたちの目線の高さに設置

腐額補
槽唱・聞

落ち績の笛割を解説した吾張倒｛い

きちのレるペ：碑文谷公園｝

手描さ看板の倒｛左：：ぼくはタケノコ（すすめのお庖緑地公園） φ：差し込み意書癒等（φ目黒公園ほか｝ 右：鴻小学綬）

写真説明型表示板｛メディアボード｝

注1説明型表示板｛メディアボード｝

公園活動の紹介や季節の稽・いきちのたちの観察ポイジトなどを利用者に伝える「メディアボードJと噂ばれる普振（申

目黒公園の開園時の活動から生まれた瞭び名）．
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(2）自然と共生する豊かなI~＼を育む基本行動と取り組み

牛・親しむ・気づく・変える・楽しむ・学iS＼・続ける・ j

e翠珍 いきものにふれあい親しむだめの、揚や仕組みを提供します。

公園活動やグリ｝ンクラブ※活動等のボランティア活動を遇レて、みどりに親レむ

野鳥のさえすり※や鳴く虫の声を聞いたり、諮の香りを感じ、自然に親レむ

公園の括だよりをホームページで継続して発信する

公園や地域のシンボルツリ｝の選定やガイドマップの作成により木｛こ親しむ

80選のいきちのたちの冊子や動植物の圏鑑で、身近ないきちのに親しむ

たけのこタワン業等の情報諦や印刷物で身近な自然やまちの歴史に親しむ

むかレの自然遊びの伝承など、児童館等での自然に親しむ行事！こ参加する

自然通信員※に登録レ、観察や記録を通レていきものに親レむ

いきもの気象台観察ノート※を活用して季節の自然に親しむ

碑文谷公園こども動物広場※でポ二｝や小動物とふれあう

苗木配布や公園の植栽などで区のおハギを普及レ、武鶴野の風情に親レむ

屋上施設｛目黒天空庭園織や目黒＋五庭勾から見る新しいみどりの風崇に線しむ

一
郎

骨

一
新
成
鍛
剛

一納
部

レらべてみよう 耳をすまそうしゃがんでみよう

函4-13 自擦に親レむヒントR

写真新しいみどりの風祭．

屋上緑｛じ（目黒＋五庭｝でJN
穫されたサツマイモ

写真℃草弼｛ななくさがゆ｝を震ベ 写真碑文谷信園のこどち動物広場。日ごろ、動物と接す

る｛駒場野自然クラフ1 る機会の少ない都会の子どもたちがポニーや小動物とふ
れあうことのできる揚所となっている
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－ いきものの大切さ、いきものへの配婦の必要性に気づくための揚や仕組みを

提供レます。

一人ひとりの取り組みのチェックリストの実践（P.70）で自然とのつながりに気づく

駒場野自然クラブ幾等での子どもたちの原体験厳からいきものの大切さに気づく

いきちの発見隊※等で身近にいきものの暮らレがあること！こ気づく

講座・イベント展示・印刷物・広報等を通レて身近な自然の大切さに気づく

ε翠 3いきものに配慮しだ行動！こ変えるだめの仕組みをつくります。

学校等で草地を雑草園とレ、自黙の仕組みを学15¥甥に蛮えていく

「もったいないJの視点で、水や食物を無鼠に消費する生活を震える

自然観察舎で里山※の暮らし方を学び、生物多犠性に配慮した生活をJ~＼がける

ごみ出レの仕方に注意するなど、生ごみを食べる醤性のあるカラスが繕えすぎないように

J~がける

笹翠聾 いきものを楽レむための揚を提供します。

公園や目黒川などに出かけて、お16見や紅葉を楽しむ

みどりの骸歩道※を歩き、まちの自然や身近な屋史を楽レむ

落ち葉を踏む音や、港ち禁の上に寝転15¥感触などを楽レ也、

夜の鳴く虫を聞く会、星の観察会、俳句づくりなどを通じて自然を楽レむ

カメラやレコーダーでいきもののアルバムづくりを楽レむ

区が自然ゃいきものの実態を把握できるよう、いきもの情報を提供する

旬の食材やさんま祭矢さくら祭等の季節のイベントを楽しむ

区民農園を利用し、収横を楽レむ

いろいろな揚所で野猿づくりを楽レむ

イモ掘り、ブドウ狩り、農産物品評会等の実りのイベントを楽レむ

坂道ウ万一キング※を楽レむ

家庭や学校で季節を楽レむイベントを実施する

屋上緑｛じ・壁面緑｛じなど新だな手法によりみどりを楽レむ

友好都市（富減県角田市、気仙沼市）との交流で地元の産物を楽しむ

写真左目黒のさんま祭湯
写真誌とみどりの学習館強の活動（P.51}

写真右公園や文化財を巡るみどりの散歩道
（国指定重要文化財の旧前田家本邸顕：駒場公園）
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－ いきもののことを学杭めの蜘仕組みを提供します。

品川
．‘． ,; 

さまざまな機会を通じて生物多様性について学ぶ

詰とみどりの学習館で工コ園芸E や土の役割などを学15¥

いきもの気象台※等の情報を見て自然の蛮化を学ぶ

古民家での季節の行事の再現を体験する

伝統文化子ども教室を継続する

工コスクール※の推進で自然の大切さを学ぶ

学校でのピオトープ＊活動で皐近ないきもののつながりを学ぶ

学校の詰壇や菜園での植物育成を通じて命の末切さを学15¥

観察ルームの設置｜こより、環境学習を推進する

自然観察会やまち歩きなどを通じて皐近な生物多様性を学ぶ

社会教育講座などで生物多様性を取り上げる

家庭や学校の本棚｜こ生物多様性に関する本※を置く

生物多樟性に関するビデオを作成して環境学習などで活用する

食育※等により自然の曹、みや地産地消の大切さ、沼紛を運15＼いきものの働きなどのいきものの

つながりを学ぶ

捨てられたペット等が野生生物を捕食するなど自然！こ影響を与えていることを学ぶ

外来生物の取り扱い※「入れない、播てない、躯（ひろ）げない」について、普及・啓発する

4・ー司．．．
・・ ．． 

態”
。

「1 ...司

写真こどもの日の飾り（すすめのお宿緑 写真ピオトープの活動（五本木小学校）
抽公園の古民家）

写真地産地消 ・食育のパネル展示 図4-14 観察ルームの例 図4-15 工コ園芸のイメージ

j主1 自然環境を考えた循環型園芸のことで、無農薬、育機栽培で種から苗を育てることから始めるもの。中目黒公

圃の活動登録団体さーくる ・ガーデン ・クラブ（C・G・Cl※が実践している
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位盤， いきものに配慮した行動を続けるための仕組みを支援します。

「ささえあう正論の品 野高のすめるまちづくり計画」を普及する

工コラベル※等を普及する

個人・家庭・学校・商店街・Np 0・事業者・地域の取り組み等が続くよう支援する

昆虫等の標本を集積し、活用する

区報やホームページ等を通じて生物多様性の大切さへの理解を深める

中学・高校生タウン情報誌「めぐろう」等により、公園や公園での活動を紹介する

いきものに関する観察記録を集積し疋ホームページをつくり更新を継続する

生物多様性に配慮した生産者や事業者を支えるための消費活動を続ける

いきものの環境の変化をとらえるために、身近な自然の観察を継続する

llDllii1m置－ 漬け事ぬイペシトft.~るct.I

冬野菜の王様、 大根を育てています！
i!"ft. 漬け T も ‘ 主 fも』4啄 l いえ~(I; .
＋固ま公Illτ’も倹けも両μ挑戦 lょう！：＇，

いろ..（.＂＇＇＂.：.維を宵 TTい喜す。

図4-16 桔とみどりの学習館※の事業倒（季節感の醸成）

よ左：工コマーク環境配慮

商自の普及（（公財）日本

環境協会）

よ右：生物多様性に配慮レた

農園の認証等（レインフ

ォレスト・アライアンス

認証）

下左：聞伐材の利用（全国森

林組合連合会）

下右：持続司能な漁業・水産

物の普及（海洋管理協
議会（MSC)

図4-17 工コラベルの倒 R
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写真中学・高校生タウン情報誌

「めぐろう」の記事倒

写真生物多様性のイベントで標本を見る

区民による身近な生物調査業では、区民の自主調

査の参考とするために、専門家により毘虫等の標

本を作成レています。標本はその生物の君子在を証

明するちので、種を見分ける拠りどころとなるほ

か、その種の分布状況や時代による変化などを知

ることができる貴重な資料となります。



くおささえあう鵠の品を広げる基本行動と取り組み

、・知る・気づかう・加わる・広げる・輔になる・ノ

－・ 私たちのまちの躯ないきものや、まちの成り立ちなどを長崎機会を提供レます。

工コイベン卜に参加する

みどりの散歩道議を歩いたり文化財めぐりに参加レ、歴史・文化・風土などを知る

江戸の名所※を巡り太樹を見るなどエコ都市だった当時を知る

自黙観察のまち歩きゃいきもの発見隊滋に参加レ、皐近ないきちのを知る

区報等を通じて生物多様性の大切さを知る

環境のイベント等に参加レ、他の団体の活動内容を知る

シジュウ力ラの巣箱モニター援を過して身近な自然を知る

邑司面，h盲目・ さまざまな活動でいきちのへの配慮を図ります。

食料やさまざまな資材の生産地の環境を気づかう

家庭、事業者、学校等で一人ひとりが生物多様性に配慮レた活動を実践する

『一人ひとりの取り組み（P.70）」やr21の提言内、生物多様性のロゴマークを活用する

企業等に苅して生物多様性への配慮活動について啓発する

O D区民団体の活動を支撞します．

公園活動登録団体織などの活動に参加する

活動団体やNPO等の活動情報の共有を図る

『いきもののすめる庭J(P.68）の認定に参加する

珊崎純盆鈍伸ぐる軍帽7ピザ－~ト3
震定 IL

寝.a 圃’E 彊・’"d.11
S畠融制瑚E・:-r:llfl"

1!21!'司写画E4・n宵

－コ
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つ

吋

続
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肘
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球
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也

．
 

．
 

国j・.. 
．． 盟国明l

由（＇＇！＞羽附ピザート帽 1.IJi組員』悶盟，... ox叫
United側atlonsDecade on Biodiversity 

園4-18 めぐろ環境ナピゲーター指 図4-19 園や国連が推進宮る生物多樺性事業のロゴマーク R

（環境推進員）の詔定書

写真いきもの発見隊による目黒川調査 写真 ミツバチを用いE
緑化活動（自由が日
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－ いきものに配慮した活動を広げるだめの爆や仕組みを提供レ封。

みどりの基本計画を挺進する

活動を還して、地獄学校公園等をいきちのお宵つf入会｛いりあい）※の揚Jにしていく

区民の手によるどんぐりからの森づくりなど、木々を育て森を広げる

お稽見や紅策狩りなどのイベントを支援する

森のみどり人（すと内・環篇ナピゲ｝タ｝※叢成講座等を開催し、生物多磁性保全のリ｝ダ

ーの育成と活用を図る

企業のCSR織を活用した活動を挺進する

新聞、雑誌、広報誌、ホームページなどで生物多犠性を特集レ、仲間づくりを広げる

農業体験の揚や機会を広げる

集めると砲の種などがちらえる生物多様性のスタンプをつくる

IC T※を活用し疋情報提供により生物多様性の活動を広げていく

グリーンデータブックなど、いきもの気象台緩の事業により自然情報を公表発信する

目黒区の取り組みを積極的に発信する

竃間同~"W 単体で実施されている活動をつなげる仕組みをつくります。

公共施設や保容樹称所有者に緑地の保全・育成を要請する

大学や研究機関の情報を活用レて、地域活動の連携を図る

生物多様性に関する活動に加わる

いきちの住民会議｛活動団体、自然通信員幾等の研修・活動報告）を開催写る

フ万一ラムなどで、情報共有の機会を握供する

「いきもの学校J等区民や事業者、 NPO、行政等が連携するイベントを開催する

環境ナピゲ｝タ｝の活動の揚を提供する

パークコーディネーターを活用しパークコミュニケーション※を醸成する

観察指導員やインタープリター業等を燈やす

地減住民、公園利用者と公園活動登録団体織とが連携を深める

生物多犠性の確保に取り組む自治体や友好都市と連獲する

周辺自治体との連機を後討し、隣接区との工コロジ力ルネットワーク※の創出を挺進する

写真インタープリターが活動写る
白鶴観察舎｛駒場野公園｝

いの8 ね

と？と~~3i55$di設の厳

図 4-20 施策の連携のイメージ。績は区民・事業
者等・行政等を表しま亨（主な基本行動を抽出｝
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4-2地鼠刷の取り組み ｜

(1）エコロジカルネットワークをつくる

都市の中にいきものたちのすめる揚所を創出していくためには、地鼠の核となる緑地の保

全を図るとともに、散在する緑地を緑道や街路樹などでつなぎ、いきものがすみ、移動でき

る緑地を刻果的に配置することが重要です。このような緑地のネットワ｝クを「エコロジカル

ネットワークJといいます。市街地のエコロジカルネットワークの形成は、緑地が持つ環篇保

全、レクリヱーション、防災、景観形成等のさまざまな機能が刻果的に発揮され、人と自然

が共生し、環境への負荷を僅滅し、みどり豊かな都市を実現することにつながります。池焼

却の取り組みでは、さまざまな関係者による活動の連携と協働によりエコロジカルネットワ

｝クの形成を図ることを目指し、めぐろの風景の醸成を図りま言。エコロジカルネットワ｝

クの構成要素療として、「めぐろの森J、「まちの樹林」、「いきものの道」、「いきちのの庭」の

4つの区分を設定レます．

これらの緑地のネットワークによって、野鳥の移動ルート、チョウの遺矢地表面の連結な

どを形成し、最終的には、市街地内のみどりゃいきちのの生息・生育環境が回復し、区民一

人ひとりの足元までいきものが訪れ、いきものとの，5，れあし＼＂IJ'f実現することを目渇レます。

園 4-21 エコロジカルネットワークと鴇成要素
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表4-5 近鱗区の烏類の観察倒R

図 4-22 いきちのの移動

野鳥は樹木や樹称、チョウや昆虫

は生け垣や施、トカゲやヒキガエル

などの小動物は地面を伝って移動

します

園 4-23（上ト24（下｝

広械的なエコロジカルネットワ

ーク嬢

目黒区は武鶴野台地の東鵬iこあ

って、多車川や野川などの崖線殺

に接されている緑地を通じ、遠

く自黙豊かな県多摩や関東平野

周辺の山地と繋がっています．

また、区の周辺には、国立科学

博物館附属自然教育園（港区｝、都

立代々木公園・明治神宮｛渋岱

区｝、洗足池公園｛太田区｝、世田

谷公園｛世田谷区｝等があり、いき

ちのだちは区鳴を越えて移動し

ます．

目黒川、香川let東京湾に流れ

ており、目黒川では、申目黒の

船入場まで潮の満ち干きの影響

を提11る感潮矯となっています

書官立綜鵠の
等々 力渓谷 都立駒沢コオリン 国立科学僧 香川 目黒川観察燭所 森公園 洗足池公園 世田谷公掴

公圏 ピック公園（！§HM絢箆自然数
（~Jll区間｝伏田区間｝積名 （包黒区·~ (7'1B区｝ ｛世田谷区j

（也田谷区｝ 区・世田谷区｝ 資園（港図
川区） ． ． ． ． コゲフ ． 

4・ ． ． ツパメ ． ． ． ． ． ． ． ウグイス ． ． ． ． ． ． ． シジコウカフ ． 
4・ ． ． スズメ

・ー
． ． ． ． ． 4・ ． コヲナガ
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